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亡
く
な
ら
れ
た
方
々
―
20
日
分
―

東日本大震災

本
紙
は
、
安
否
情
報
や
伝
言
メ

モ
を
本
社
で
随
時
受
付
し
て
い
ま

す
。
紙
面
を
ご
自
由
に
お
使
い
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
窓
口
に
当
日
発

行
紙
を
置
い
て
い
ま
す
。
避
難
場

所
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

きょうの紙面
身
元
不
明
遺
体
情
報
、
避
難
者
名
簿

（
大
船
渡
市
、
陸
前
高
田
市
）
…
…
２
面

市
災
害
対
策
本
部
な
ど
を
支
え
る
、
日

頃
市
炊
き
出
し
支
援
隊
…
…
…
…
３
面

古
き
自
転
車
再
び
〝
活
躍
〟、
燃
料
不
足

で
生
活
の
足
に
…
…
…
…
…
…
…
４
面

本
紙
は
、
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
の
影
響
で
、
13
日
か
ら
４
ペ
ー
ジ
建

て
新
聞
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
３
月
い
っ

ぱ
い
、
無
料
で
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

東
海
新
報
社

安否情報・伝言メモ

陸
前
高
田
市
と
住
田
町
が
21

日
に
発
表
し
た
新
た
な
犠
牲
者

と
安
置
場
所
は
次
の
通
り
。

（
安
置
場
所
は
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）

【
陸
前
高
田
市
】

▽
米
崎
中
学
校

佐
々
木
健
而
、
村
上
富
生
、

武
田
健
、
村
上
昌
三
、
菅
野
富

喜
子
、
佐
々
木
豊
吉
、
小
田
幸

雄

▽
矢
作
小
学
校

伊
藤
ト
シ
ミ
、
菅
野
憲
雄
、

三
畑
隆
宏
、
菅
野
正
博
、
菅
野

邦
彦
、佐
藤
上
、志
田
沙
織
、中

村
豊
、
佐
々
木
寛
治
、
村
上
正
、

上
部
育
太
郎
、
佐
藤
正
彦
、
大

坂
由
夏

▽
矢
作
中
学
校

中
野
智
哉
、
佐
々
木
キ
ヌ

子
、
熊
谷
美
智
子
、
伊
東
留
雄
、

菅
原
大
樹
、
小
島
昭
二
、
菅
野

正
明
、
伊
東
正
邦
、
高
橋
利
宏
、

松
田
美
加
子
、
菅
野
文
吾
、
小

笠
原
文
子
、
堀
内
文
士
、
村
上

基
江
、
金
野
博
、
吉
田
恵
美
子
、

小
松
規
恵
子
、
菅
野
一
人
、
大

坂
直
子

【
住
田
町
】

▽
死
亡
届
提
出

岩
城
直
俊
（
世
田
米
西
風
）

し
て
い
な
い
。

遺
体
は
下
矢
作
小
、
米

崎
中
、
矢
作
小
、
矢
作
中

４
校
の
体
育
館
と
、
住
田

町
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
に
安
置
し
て
お
り
、
開

所
時
間
は
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
。
市
を
は

じ
め
、
県
が
指
定
し
た
５

自
治
体
で
火
葬
が
行
わ
れ

て
い
る
。

行
方
不
明
者
は
21
日
午

後
４
時
現
在
で
１
７
０
０

人
と
、
前
日
よ
り
44
人
増

え
た
。
市
は
増
加
し
た
背

景
を
、「
こ
れ
ま
で
行
方

不
明
者
を
捜
し
た
く
て
も

来
ら
れ
な
か
っ
た
人
の
都

合
が
つ
き
、
新
た
に
問
い

合
わ
せ
に
来
る
よ
う
に
な

っ
た
」
と
み
て
い
る
。

住
宅
被
害
数
は
３
６
０

０
戸
で
、
被
災
人
員
は
１

万
５
４
７
人
。
同
日
同
３

時
現
在
、
市
内
８
地
域
に

避
難
所
72
カ
所
が
設
置
さ

れ
、
前
日
よ
り
29
人
多
い

９
５
７
３
人
が
避
難
し
て

い
る
。

避
難
所
は
日
を
追
っ
て

増
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は

自
宅
で
過
ご
し
て
き
た
被

災
者
ら
が
食
料
不
足
と
な

り
、
ま
と
ま
っ
て
新
た
な

避
難
所
を
設
け
た
こ
と
が

要
因
。
市
で
は
、
一
般
住

宅
に
避
難
し
て
い
る
被
災

者
か
ら
食
料
配
布
の
要
望

が
増
え
て
い
る
と
し
て
、

数
世
帯
が
ま
と
ま
っ
た
地

域
の
代
表
や
自
宅
で
炊
事

が
で
き
な
い
人
は
近
く
の

避
難
所
か
市
災
害
対
策
本

部
に
連
絡
す
る
よ
う
呼
び

庁
舎
が
使
用
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
高
台
に
あ
る
市

給
食
セ
ン
タ
ー
に
災
害
対

策
本
部
を
移
動
。
セ
ン
タ

ー
内
で
被
害
状
況
の
把
握

や
安
否
確
認
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
受
け
付
け
、
救
援

物
資
の
手
配
な
ど
を
一
手

に
行
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
市
民
や
関
係
者
の
出

入
り
が
多
く
、
施
設
が
手

狭
な
こ
と
も
あ
り
、
通
常

業
務
の
再
開
準
備
が
難
し

い
状
況
に
あ
っ
た
。

ま
た
、
日
を
追
っ
て
津

波
に
よ
る
死
亡
者
が
増

加
。
死
亡
届
や
埋
火
葬
許

可
申
請
に
訪
れ
る
市
民
も

増
え
て
き
た
た
め
、
こ
れ

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
大
津
波
で
市
庁
舎
が
冠

水
し
、
大
半
の
庁
舎
機
能
が
停
止
状
態
に
あ
っ
た

陸
前
高
田
市
。
震
災
発
生
以
降
は
高
田
町
鳴
石
の

市
給
食
セ
ン
タ
ー
に
災
害
対
策
本
部
を
移
動
し
て

業
務
を
展
開
し
て
い
た
が
、
19
日
に
は
セ
ン
タ
ー

近
隣
の
敷
地
内
に
窓
口
、
一
般
業
務
用
の
仮
庁
舎

を
設
置
。
20
日
か
ら
は
死
亡
届
な
ど
の
受
け
付
け

を
始
め
、
機
能
の
復
旧
に
向
け
て
前
進
し
た
。
今

後
は
準
備
が
整
い
次
第
、
各
種
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
部
課
を
収
容
で

き
る
本
格
的
な
仮
庁
舎
も
建
設
す
る
計
画
だ
。

ら
の
受
け
付
け
を
は
じ
め

と
し
た
窓
口
業
務
を
行
う

仮
庁
舎
が
設
け
ら
れ
た
。

施
設
は
プ
レ
ハ
ブ
製

で
、
２
・
５
間
（
４
・
５

㍍
）
×
３
・
５
間
（
６
・

３
㍍
）
と
１
・
５
間

（
２
・
７
㍍
）
×
４
間

（
７
・
２
㍍
）
の
大
き
さ

が
各
４
棟
ず
つ
の
合
計
８

棟
。
窓
口
の
ほ
か
、
税
務

や
総
務
な
ど
の
一
般
業
務

ブ
ー
ス
、
届
け
出
に
訪
れ

た
市
民
の
待
合
室
な
ど
を

設
け
て
い
る
。

窓
口
に
は
市
民
環
境
課

や
税
務
課
の
職
員
数
人
を

配
置
し
、
死
亡
届
と
埋
火

葬
許
可
申
請
の
受
け
付

け
、
税
務
相
談
に
応
じ
て

い
る
。
今
後
は
市
役
所
か

ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
会
社

に
送
ら
れ
て
い
た
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
デ
ー
タ
の
状
況
を

踏
ま
え
、
住
民
票
を
は
じ

め
と
し
た
各
種
証
明
類
の

発
行
、
国
保
、
生
活
保
護

'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'
'

な
ど
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
く
方
針
。

市
で
は
震
災
に
関
す
る

各
種
対
策
に
合
わ
せ
、
一

日
も
早
く
各
部
課
で
通
常

業
務
が
始
め
ら
れ
る
よ

う
、
仮
設
本
庁
舎
の
建
設

も
計
画
。
職
員
の
不
足
も

踏
ま
え
、
国
や
県
に
職
員

派
遣
を
要
請
す
る
な
ど
し

て
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
に

努
め
て
い
く
。

戸
羽
太
市
長
は
「
仮
庁

舎
の
開
設
は
、
市
に
と
っ

て
本
当
に
小
さ
な
一
歩
。

災
害
対
策
と
合
わ
せ
て
最

低
限
の
サ
ー
ビ
ス
は
提
供

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
少
数
精
鋭
と
な
る

が
一
日
も
早
く
機
能
を
回

復
し
、
市
民
に
不
自
由
を

か
け
な
い
よ
う
に
し
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

陸
前
高
田
市
の
庁
舎
は

同
町
館
の
沖
地
内
に
あ
っ

た
が
、
11
日
の
大
津
波
に

よ
っ
て
冠
水
。
建
物
自
体

は
現
存
し
て
い
る
も
の

の
、
内
部
に
は
海
水
や
が

れ
き
な
ど
が
流
入
し
て
各

種
資
料
の
多
く
を
紛
失
し

た
。
ま
た
、
津
波
に
よ
っ

て
正
職
員
２
９
６
人
の
う

ち
、
約
80
人
が
行
方
不
明

や
死
亡
と
な
っ
て
お
り
、

深
刻
な
人
員
不
足
に
も
悩

ま
さ
れ
て
い
る
。

震
災
発
生
以
降
、
市
は

動
を
転
換
さ
せ
て
い
く
意

味
か
ら
、
災
害
復
興
局
の

設
置
を
提
案
す
る
こ
と
に

し
た
」
と
話
し
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
が
発
生

し
た
11
日
午
後
、
議
場
で

は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
て

い
た
。
中
断
以
後
、
10
日

間
余
り
に
わ
た
っ
て
議
会

は
開
か
れ
ず
、
予
定
し
て

い
た
残
り
の
一
般
質
問
や

市
議
会
予
算
審
査
特
別
委

員
会
な
ど
は
中
止
と
な
っ

た
。
22
日
の
最
終
本
会
議

で
は
、
２
月
25
日
に
上
程

し
て
い
た
平
成
23
年
度
一

般
会
計
予
算
な
ど
の
議
決

も
行
わ
れ
る
。

の
任
期
と
な
っ
て
い
る

が
、
22
日
の
市
議
会
本
会

議
の
場
で
再
任
を
求
め
る

議
案
を
提
出
す
る
意
向
も

示
し
た
。

─
─
─
─
─
─
─
─

県
職
員
43
人

両
市
に
派
遣

被
災
し
た
大
船
渡
市
と

陸
前
高
田
市
に
、
県
沿
岸

広
域
振
興
局
（
大
船
渡
）

と
県
南
広
域
振
興
局
（
本

局
・
奥
州
市
）
の
職
員
総

勢
43
人
が
現
在
支
援
に
入

っ
て
い
る
。

県
職
員
の
派
遣
は
、
両

市
の
要
請
に
応
え
て
行
わ

れ
、
沿
岸
広
域
振
興
局
か

ら
31
人
、
県
南
広
域
振
興

局
か
ら
12
人
が
両
市
そ
れ

ぞ
れ
の
部
署
で
支
援
物
資

の
仕
分
け
な
ど
支
援
活
動

に
あ
た
っ
て
い
る
。

か
け
て
い
る
。

市
内
で
は
20
日
か
ら
、

米
崎
小
学
校
で
自
衛
隊
に

よ
る
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
。
市
が
バ
ス
を
運
行

（
各
避
難
所
を
巡
回
）
し
、

入
浴
す
る
避
難
者
ら
の
送

迎
を
行
っ
て
い
る
。

住
田
町
災
害
対
策
本
部

に
よ
る
と
、
21
日
正
午
現

在
、
同
町
に
は
町
外
か
ら

５
３
１
人
が
避
難
中
。
前

日
よ
り
13
人
増
え
た
。
町

民
の
死
者
は
新
た
に
１
人

が
確
認
さ
れ
合
わ
せ
て
９

人
に
。
安
否
不
明
者
は
５

人
と
な
っ
て
い
る
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係

は
、
電
気
、
ガ
ス
、
上
下

水
道
が
お
お
む
ね
使
用
可

能
に
。
固
定
電
話
は
不
通

だ
が
、
世
田
米
地
区
を
中

心
に
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
（
ａ
ｕ
）

や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
携
帯

電
が
利
用
可
能
。
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
は
全
域
不
通
と
な

っ
て
い
る
。

町
で
は
被
災
者
受
け
入

れ
の
た
め
、
独
自
の
仮
設

住
宅
建
設
に
向
け
て
各
種

準
備
を
進
め
て
い
る
。
町

産
材
を
使
っ
た
組
み
立
て

式
１
戸
建
て
タ
イ
プ
（
約

29
平
方
㍍
）
で
、
水
洗
ト

イ
レ
や
シ
ャ
ワ
ー
も
設
置

す
る
見
込
み
。

当
初
10
戸
を
町
有
地
内

住
　
田
　
町

に
建
設
す
る
予
定
。
町
で

は
「
断
熱
材
が
不
足
し
て

お
り
、
確
保
で
き
次
第
着

工
に
移
り
た
い
」
と
し
て

い
る
。

奥
州
市
境
の
遊
林
ラ
ン

ド
種
山
で
の
風
呂
無
料
開

放
を
継
続
中
。
時
間
は
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
。
町
内
一
部
飲
食
店
が

メ
ニ
ュ
ー
を
限
定
し
て
再

開
し
て
い
る
。

─
─
─
─
─
─
─
─

25
日
ま
で
雇
用

住
宅
入
居
募
集

大
船
渡
市

大
船
渡
市
は
、
自
宅
に

住
め
な
く
な
っ
た
被
災
者

を
対
象
に
、
大
船
渡
町
と

赤
崎
町
に
あ
る
雇
用
促
進

住
宅
へ
の
入
居
募
集
を
始

め
た
。
対
象
は
大
船
渡
宿

舎
は
65
戸
、
赤
崎
宿
舎
は

58
戸
と
な
っ
て
い
る
。

大
船
渡
宿
舎
は
赤
沢
地

内
、
赤
崎
宿
舎
は
沢
田
地

内
に
そ
れ
ぞ
れ
80
戸
ず
つ

あ
る
。
こ
の
う
ち
、
大
規

模
な
修
繕
を
必
要
と
せ

ず
、
空
室
と
な
っ
て
い
る

計
１
２
３
戸
を
対
象
と
し

た
。い

ず
れ
も
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
５
階
建
て
で
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
な
し
。
間
取

り
は
６
畳
と
４
・
５
畳
の

和
室
、
台
所
、
風
呂
、
ト

イ
レ
と
な
っ
て
い
る
。

入
居
期
限
は
原
則
と
し

て
９
月
末
ま
で
。
家
賃
・

敷
金
は
無
料
。
光
熱
水

費
、
共
益
費
、
駐
車
場
利

用
料
金
は
各
自
負
担
と
な

る
。募

集
期
間
は
25
日

（
金
）
ま
で
で
、
応
募
者
が

定
員
を
上
回
る
場
合
は
抽

選
で
入
居
者
を
決
め
る
。

申
し
込
み
用
紙
は
各
避
難

所
で
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、
対
策
本
部
が
あ
る
市

役
所
の
都
市
計
画
課
（
３

階
）
と
商
工
観
光
物
産
課

（
１
階
）、
町
別
の
地
区
本

部
な
ど
で
も
相
談
に
応
じ

る
。

陸前
高田機能復旧へ前進機能復旧へ前進機能復旧へ前進機能復旧へ前進機能復旧へ前進機能復旧へ前進

市
役
所
仮
庁
舎
を
設
置

一
部
の
窓
口
業
務
ス
タ
ー
ト

雇
用
期
間
も
３
カ
月
間
延

長
す
る
。

避
難
生
活
を
送
る
住
民

支
援
や
、
復
興
に
向
け
た

各
種
施
策
を
進
め
る
た
め

の
措
置
。
市
職
員
は
60
歳

で
定
年
と
な
る
が
、
最
長

１
年
に
限
り
市
長
専
決
で

延
長
で
き
る
。

市
に
よ
る
と
、
退
職
予

定
だ
っ
た
部
課
長
は
12

人
。
４
月
１
日
か
ら
の
新

規
採
用
者
10
人
は
、
予
定

通
り
勤
務
さ
せ
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

戸
田
市
長
は
３
カ
月
間

と
し
た
理
由
と
し
て
「
３

カ
月
間
の
中
で
復
興
へ
の

計
画
を
ま
と
め
た
い
。
３

カ
月
あ
れ
ば
、
が
れ
き
撤

去
も
片
付
く
の
で
は
な
い

か
」
と
説
明
し
た
。

特
別
職
で
あ
る
紀
室
輝

雄
副
市
長
も
３
月
末
ま
で

戸
田
公
明
大
船
渡
市
長

は
21
日
の
記
者
会
見
で
、

市
を
挙
げ
て
東
日
本
大
震

災
へ
の
対
応
に
あ
た
る
た

め
、
例
年
４
月
１
日
付
で

行
っ
て
い
る
市
職
員
の
人

事
異
動
を
、
３
カ
月
間
凍

結
す
る
方
針
を
示
し
た
。

同
じ
く
今
月
末
で
定
年
退

職
予
定
だ
っ
た
部
課
長
の

異
動
３
カ
月
間
凍
結

定
年
退
職
の
部
課
長
も
延
長

大船渡市

大
船
渡
市
は
、
22
日
午

前
10
時
か
ら
予
定
し
て
い

る
市
議
会
最
終
本
会
議

で
、
東
日
本
大
震
災
へ
の

対
応
に
あ
た
る
た
め
、
総

額
14
億
円
を
超
え
る
規
模

の
各
種
補
正
予
算
案
を
提

出
す
る
。
地
域
再
生
を
進

め
る
た
め
の
組
織
と
し
て

「
災
害
復
興
局
」（
仮
称
）

を
設
置
す
る
た
め
の
議
案

提
案
も
行
う
。

市
に
よ
る
と
、
平
成
22

年
度
補
正
予
算
で
１
億

円
、
平
成
23
年
度
予
算
分

13
億
６
０
０
０
万
円
を
そ

れ
ぞ
れ
計
上
す
る
。
一
般

会
計
に
加
え
、
被
害
を
受

け
た
施
設
を
管
轄
す
る
魚

市
場
や
簡
易
水
道
、
漁
業

集
落
排
水
、
公
共
下
水
道

の
各
特
別
会
計
予
算
で
も

増
額
補
正
を
行
う
。
財
源

は
、
国
庫
負
担
金
、
災
害

復
旧
債
、
財
政
調
整
基
金

な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

災
害
復
興
局
は
、
総
務

や
企
画
政
策
、
都
市
整
備

と
い
っ
た
部
組
織
よ
り
も

上
部
に
位
置
す
る
形
を
目

指
す
。
局
の
設
置
は
既
存

の
市
条
例
に
は
な
い
こ
と

か
ら
、
市
議
会
で
の
条
例

改
正
議
決
が
必
要
と
な

る
。
議
決
次
第
早
急
に
局

を
立
ち
上
げ
、
専
任
職
員

を
６
、
７
人
程
度
配
置
し

て
復
興
対
策
に
あ
た
る
。

戸
田
市
長
は
「
こ
れ
ま

で
10
日
間
、
災
害
へ
の
緊

急
対
応
モ
ー
ド
と
し
て
今

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

展
開
し
、
県
内
各
市
町

村
、
国
内
の
有
効
市
町

村
、
国
、
自
衛
隊
な
ど
か

ら
も
手
厚
い
ご
支
援
を
い

た
だ
い
た
。
今
後
は
復
興

モ
ー
ド
へ
と
市
役
所
の
活

補
正
予
算
14
億
円
計
上

「
災
害
復
興
局
」設
置
議
案
も
大船渡市議会
きょう本会議

に
も
壊
滅
的
な
被
害
を
与

え
た
。

県
沿
岸
広
域
振
興
局
水

産
部
大
船
渡
水
産
振
興
セ

ン
タ
ー
が
関
係
者
か
ら
聞

き
取
り
を
行
っ
て
い
る

が
、
全
容
の
把
握
は
困
難

な
状
況
に
あ
る
。

同
セ
ン
タ
ー
が
20
日
ま

で
に
把
握
し
て
い
る
内
容

に
よ
る
と
、
気
仙
地
区
の

ほ
と
ん
ど
の
漁
協
の
本

所
、
支
所
が
冠
水
ま
た
は

流
失
し
て
い
る
状
況
。

大
船
渡
市
の
大
船
渡
市

漁
協
は
、
赤
崎
町
蛸
ノ
浦

に
あ
る
本
所
（
２
階
）
と

赤
崎
支
所
（
１
階
）
の
建

物
は
残
っ
て
い
る
が
書
類

が
水
没
し
た
。
大
船
渡
支

所
は
建
物
が
冠
水
。
末
崎

支
所
は
建
物
が
流
失
し

た
。

こ
の
た
め
同
市
漁
協
で

は
仮
の
事
務
所
を
決
め
た

模
様
。

同
市
三
陸
町
の
越
喜
来

漁
協
は
、
建
物
が
流
失
し

跡
形
も
な
い
状
態
。
漁
港

に
建
っ
て
い
た
冷
蔵
庫
、

ワ
カ
メ
加
工
場
、
製
氷
施

設
も
破
壊
さ
れ
た
。

関
係
者
は
「
水
門
も
壊

れ
、
防
潮
堤
も
何
の
意
味

も
な
か
っ
た
」
と
呆
然
と

し
た
表
情
で
残
骸
の
撤
去

に
当
た
っ
て
い
る
。

同
町
の
綾
里
漁
協
は
、

事
務
所
の
建
物
は
残
っ
た

が
、使
用
で
き
な
い
状
態
。

公
民
館
に
事
務
所
を
設
け

て
再
開
の
方
向
で
検
討
し

て
い
る
模
様
と
い
う
。

同
町
の
吉
浜
漁
協
は
、

建
物
は
残
っ
た
が
冠
水
し

た
。陸

前
高
田
市
の
広
田
湾

漁
協
は
、
広
田
町
泊
の
本

所
、
本
所
１
階
の
広
田
支

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た

越
喜
来
漁
協
＝
三
陸
町

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

陸
前
高
田
市
が
窓
口
業
務

な
ど
を
行
う
仮
庁
舎
を
開

設
＝
高
田
町
鳴
石

大
船
渡
市
に
よ
る
と
、

21
日
午
前
11
時
時
点
で
の

市
内
死
者
数
は
２
２
２

人
。
前
日
と
変
わ
ら
ず
、

新
た
な
身
元
判
明
者
の
発

表
も
な
か
っ
た
。

安
置
場
所
は
大
船
渡
町

の
西
光
寺
、
盛
町
の
洞
雲

寺
、
立
根
町
の
安
養
寺
、

第
一
中
学
校
体
育
館
な
ど

計
10
カ
所
。
同
町
の
お
お

ふ
な
と
斎
苑
と
三
陸
町
越

喜
来
の
浄
霊
苑
、
一
関
市

千
厩
町
の
千
厩
斎
苑
で
火

大
船
渡
市

葬
が
行
わ
れ
て
い
る
。

行
方
不
明
者
は
１
９
１

人
で
、
建
物
被
害
の
全

壊
・
半
壊
は
３
６
２
９

戸
。
捜
索
活
動
は
大
船
渡

町
の
地
ノ
森
か
ら
須
崎
地

域
一
帯
、
同
町
の
下
船
渡

地
域
、
三
陸
町
綾
里
の

港
、
岩
崎
、
宮
野
各
地
域
、

同
町
越
喜
来
の
崎
浜
地
域

で
そ
れ
ぞ
れ
展
開
さ
れ
て

い
る
。

い
ず
れ
も
重
機
で
障
害

物
を
堀
り
起
こ
し
な
が

ら
、
生
存
者
の
捜
索
を
進

め
て
い
る
。
25
日
ま
で
の

５
日
間
は
、
オ
ラ
ン
ダ
か

ら
訪
れ
た
民
間
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
の
メ
ン
バ
ー
４

人
と
救
助
犬
４
頭
が
、
捜

索
活
動
に
参
加
す
る
。　

災
害
支
援
と
し
て
「
銀

河
連
邦
共
和
国
」
加
盟
で

縁
が
あ
る
北
海
道
大
樹
町

か
ら
派
遣
さ
れ
た
６
人

が
、
20
日
に
大
船
渡
入
り

し
た
。
銀
河
連
邦
と
は
、

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研

究
開
発
機
構
）
の
関
連
施

設
を
有
す
る
、
ま
た
は
過

去
に
あ
っ
た
市
町
間
で
の

交
流
事
業
。

大
樹
町
の
ほ
か
、
長
野

県
佐
久
市
、
神
奈
川
県
相

模
原
市
、
秋
田
県
能
代

市
、
鹿
児
島
県
肝
付
町
か

ら
の
派
遣
団
も
す
で
に
活

動
し
て
お
り
、
共
和
国
を

構
成
す
る
全
市
町
か
ら
支

援
が
来
た
こ
と
に
な
る
。

避
難
所
は
市
内
に
53
カ

所
あ
り
、
避
難
者
数
は
５

１
６
９
人
。
こ
れ
に
加

え
、
燃
料
不
足
や
停
電
が

続
く
中
、
各
避
難
所
で
食

料
配
給
な
ど
を
受
け
る
住

民
は
２
６
２
２
人
と
な
っ

て
い
る
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

受
け
入
れ
人
数
は
、
20
日

ま
で
に
延
べ
２
１
７
人
と

な
っ
た
。
義
援
金
は
13
件

寄
せ
ら
れ
、
合
わ
せ
て
１

７
６
万
円
と
な
っ
て
い

る
。市

内
を
通
る
国
道
45
号

や
主
要
地
方
道
大
船
渡
綾

里
三
陸
線
で
は
、
通
行
の

妨
げ
と
な
っ
て
い
る
被
害

車
両
の
撤
去
作
業
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
撤
去
車
両

は
赤
崎
町
の
永
浜
・
山
口

地
区
港
湾
工
業
予
定
地
に

仮
置
き
し
て
い
る
。
工
業

用
地
予
定
地
で
は
、
１
０

０
０
台
程
度
収
容
で
き
る

と
い
う
。

陸
前
高
田
市
に
よ
る

と
、
20
日
午
後
６
時
現
在

の
死
者
数
は
７
７
５
人

で
、
前
日
よ
り
44
人
増

加
。
こ
の
う
ち
身
元
が
分

か
っ
た
の
は
39
人
で
、
死

亡
者
の
町
名
は
明
ら
か
に

陸
前
高
田
市

避
難
者
数
再
び
増
加

気
仙
３
市
町
で
１
万
５
０
０
０
人

大
津
波
は
、
漁
協
施
設

広　告

旧店舗：大船渡町字野々田12ｰ16

移転先：大船渡町字鷹頭 9ｰ1 (東海新報社内) ☎27‒1000

東海新報専売店 ☎27－0846小松新聞店

謹んで地震災害のお見舞いを心より申し上げます。
東海新報専売店 「小松新聞店」 は、店舗損壊により配達でき
ない状態でしたが、当面の間、東海新報社内に仮事務所を置
き、営業を再開することとなりました。本日より購読契約者
の皆様に配達を開始いたします。
また、新規購読申し込みも受付開始しております。
購読者の皆様には大変ご迷惑をお掛けいたしましたが、今後
ともよろしくお願い申し上げます。

所
の
建
物
は
残
っ
た
が
、

３
階
ま
で
津
波
が
達
し
書

類
を
流
失
し
た
。

米
崎
支
所
、
小
友
支

所
、
気
仙
支
所
は
流
失
な

ど
の
被
害
を
受
け
て
い
る

模
様
だ
が
情
報
が
入
ら
な

い
状
況
に
あ
る
と
い
う
。

漁
協
も
壊
滅
的
被
害

本
支
所
の
大
半
が
冠
水
、流
失

気　仙


